
立つ春に起つ年の計

「甲午」年にあやかり

偶然見合

わせたお正

月のテレビ

番組、これ

も何かの縁

と感じて、

新年早々に

出かけたのが、近江八幡の「賀茂神

社」。馬の守護で有名だそうです。

宮司さん曰く『今年は甲午年。午は

午でも始まりの午で、特別な午の年

なんですよ』。

知るところ「甲午」には、“夏の

木”、“夏の代表”という意味もあ

ります。その年の干支は立春から始

めるとの捉え方もありますから、ま

さに今日がその日。

そんなこんな意味づけをうまく活

用するのも一考です。ひと月前の年

末年始に一新した気分気持ちにエン

ジンをかけ、夏の草原を悠々とかけ

まわる馬のように、緩急自在に大ら

かに、この一年を疾走していきたい

ものですね。
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今日は立春。旧暦の新年も1月

31日に迎えましたので、今年は新

年立春です。新聞によると業績回

復顕著な証券会社では高額の決算

賞与を出すそうで、手にする人た

ちには「こりゃ、春から縁起がい

い」。彼らには大いに使ってもら

い、“お金は天下のまわりもの”

にしてほしいものです。

ばたばたと１月がすぎ、日の出

時間も６時台に入る２月ともなる

と、一年の計が立ち始めます。仕

事の計画というだけでなく、公私

共の全体の様子というか、流れと

いうか、展開というか。何より自

身の気持ちや心境の変化が訪れま

す。これは女性の方が顕著のよう

ですが。

何がそうさせるか。おそらく陽

光の変化によるのだろうと思いま

す。冬から春の陽射しに変ったこ

とを視覚や触覚をとおして頭と体

を刺激し、新しい始まりを感じさ

せる。寒く沈んだ陽光の下では

じっとしていた“青い”感性が、

俄かに内側から動き始める。年齢

を重ねるほど濃い青となって。

あまりに濃くなり「紺青」から

さらには「漆黒」になってしまっ

ては、自身の中の変化にも気づか

なくなるかもしれません。ひいて

は、新しい流れや展開をみすみす

やり過ごして、新年の計の良い

きっかけを逃してしまいそうで

す。逃しても現状に応じて計は立

てられますが、質が違います。

今の時季、特に意識して自身の

内側に気をとめておきたいもので

す。外の世界のちょっとした変化

や人からの働きかけなどに注視、

“注聴”。これってどういうこと

だろう、どういう流れだろと、自

身に問うてみる。そういう習慣が

もう身についているという方はと

もかく、そうでない方は、どうぞ

お試しを。
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久
々
に
使
っ
た
、
〝
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
〟

一
月
中
旬
に
仕
事
で
会
っ
た
高
年
の
職
人
畑
経
営
者
。

こ
の
方
を
評
し
て
口
を
つ
い
て
出
た
の
が
、
「
チ
ャ
ー
ミ

ン
グ
」
。
ご
本
人
に
直
接
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
っ
た

後
で
、
そ
う
い
え
ば
最
近
あ
ま
り
使
わ
な
く
な
っ
た
と
感

じ
た
し
だ
い
。

よ
く
使
わ
れ
た
頃
は
、
若
い
女
性
へ
の
褒
め
言
葉
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
辞
書
に
は
「
非
常
に
感
じ
の
よ

い
、
魅
力
的
な
、
楽
し
い
」
と
説
明
し
て
あ
り
ま
す
が
、

〝
非
常
に
感
じ
が
よ
い
“
に
該
当
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
そ
う
で
す
。

初
対
面
で
も
気
さ
く
に
、
親
し
み
あ
る
話
し
方
で
、
相

手
の
話
の
腰
を
折
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
意
見
も
率
直
に

話
し
て
、
相
手
か
ら
も
親
し
み
を
誘
い
、
場
を
和
ま
せ
る

雰
囲
気
が
あ
る
。
こ
ん
な
場
合
に
、
“
非
常
に
感
じ
が
よ

い
”
、
話
し
て
い
て
〝
楽
し
い
“
。

冒
頭
の
経
営
者
は
男
性
。
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
高
年
男
性

が
増
え
る
と
、
社
会
は
さ
ら
に
活
性
し
そ
う
で
す
。
。
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